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議

御
台

臨
の

各
宮
殿
下

北
白

川
雨

宮
殿
下

有
栖

川
宮

殿
下

第
二
章
龍
南
會
の
今
昔

四
四
四

っ
て

、
雑

報
欄

の
如

き
は

、
殆

ど
無

覗
せ

ら
れ

て
了

・
っ

て
ゐ

た
が

、
近

年
再

び
雑

誌
部

の
名

に
復

つ
た

の
で

あ
る

。

高
雄
艦
長
海
軍
大
佐
有
栖
川
宮
威
仁
親
王
殿
下
に
は
、
明
治
一
一
十
五
年
十
一
月
一
一
十
一
日
、
一
一
一
角
よ
り
御
來
熊
、
縣
官
憲
兵
随
行

員
等

と
共

に
御

台
臨

の
上

、
授

業
の

模
様

を
も

御
覧

あ
ら

せ
ら

れ
た

。
適

の
こ

と
シ

で
諸

般
の

準
備

も
届

き
か

ね
た

が
、

職
員

生

徒
一

同
、

門
前

に
整

列
し

て
迎

遥
し

奉
っ

た
。

北
白

川
第

六
師

園
長

官
能

久
親

王
殿

下
に

は
、

明
治

一
一

十
五

年
十

一
一

月
一

一
十

九
日

、
文

武
官

民
畢

生
等

の
奉

迎
裡

に
御

着
熊

あ
ら

せ
ら
れ
、
御
息
所
殿
下
に
は
、
同
一
一
十
六
年
一
月
一
一
十
八
日
御
來
熊
、
本
校
生
徒
は
春
日
騨
（
現
熊
本
騨
）
の
緑
門
下
に
整
列
し
て

奉
迎

し
た

。
然

る
に

翌
一

一
十

九
日

の
日

曜
日

に
、

特
に

本
校

生
徒

御
延

引
の

御
趣

に
付

、
校

名
を

以
て

九
州

日
日

・
九

州
自

由
・

第
一
章
補

遺
四

四
五

徒
一

同
、

門
前

に
整

列
し

て
迎

北
白

川
雨

宮
殿

下

所
で

あ
る

。

有
栖
川
宮
殿
下

一
各
宮
殿
下
の
台
臨
竝
に
奉
送
迎

各
宮

殿
下

の
御

動
靜

に
就

い
て

は
、

具
申

書
の

有
無

、
記

録
の

精
粗

等
の

爲
に

、
救

事
の

統
一

を
峡

く
の

は
、

蓬
だ

遺
憾

と
す

る

● ●

第
四
篇

第
一

章
補

遺

●

Ｉ
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Ⅲ
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咀
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叱
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ロ
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Ｕ
Ｐ
Ｉ
‐
１
－

小
松
宮
殿

下

Ⅱ
Ｕ
Ｉ
９
Ｉ
Ｂ
ｗ
曲
げ
純
い
‐
、
‐
皿
●
引
四
Ｏ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
、
－
７
印
可
‐
●
町
１
－

熊
本
の
三
新
聞
に
、
左
の
如
き
廣
告
を
出
し
た
。

在
熊
本
第
五
高
等
中
學
校
生
徒
諸
士
一
一
告
グ

第
六
師
團
長
龍
久
親
王
殿
下
御
着
熊
明
一
一
十
九
日
二
御
延
引
ノ
趣
一
一
付
同
日
午
前
十
一
時
舟
分
曇
校
ス
ペ
シ

か
く
て
師
團
長
官
殿
下
に
は
、
・
同
年
四
月
一
一
十
六
日
午
前
九
時
Ｐ
陸
軍
中
將
の
御
正
服
に
、
大
勤
位
を
偲
び
さ
せ
ら
れ
、
安
藤
少

佐
外
数
名
の
尉
官
を
從
へ
、
御
乗
馬
に
て
台
臨
あ
ら
せ
ら
れ
た
。
職
員
一
同
は
、
本
鯖
玄
關
前
に
整
列
し
て
奉
迎
、
中
川
校
長
先
導

し
奉
っ
て
、
玄
關
正
面
の
階
段
を
上
り
、
御
休
憩
所
に
富
て
た
る
圖
書
閲
覧
室
へ
御
誘
引
申
上
げ
た
。
殿
下
に
は
、
暫
し
御
休
憩
の

後
、
高
等
官
に
拝
謁
を
賜
は
る
や
、
再
び
校
長
御
先
導
，
西
の
階
段
を
下
り
⑯
博
物
標
品
室
等
順
次
教
場
を
御
通
覧
、
東
方
の
階
段

を
上
り
、
圖
震
教
場
を
始
め
、
階
上
各
教
室
御
通
覧
、
一
日
一
御
休
息
あ
ら
せ
ら
る
。
此
の
日
、
生
徒
は
、
午
前
八
時
三
十
分
を
以
て

授
業
を
止
め
、
直
に
奉
迎
の
準
備
を
爲
し
、
奉
迎
の
後
、
各
迫
教
室
に
入
り
て
授
業
を
受
け
、
御
巡
覧
の
際
は
、
一
同
起
立
敬
禮
。

。
□

か
く
て
教
室
の
御
巡
覧
を
了
ら
せ
ら
る
シ
や
、
噺
叺
の
合
圖
に
て
、
直
に
武
装
を
着
け
や
魑
操
場
に
整
列
し
て
、
殿
下
を
待
ち
奉

る
。
こ
の
間
に
校
長
御
先
導
、
西
方
の
階
段
を
下
り
、
西
の
口
を
經
て
、
事
務
室
入
口
（
今
の
生
徒
課
・
生
徒
閲
覧
室
の
間
）
よ
り

西
の
口
に
出
で
て
、
鐙
操
場
に
御
誘
引
の
上
、
篭
操
の
御
観
覧
を
乞
ひ
奉
る
。
経
り
て
習
學
南
寮
西
の
ロ
よ
り
、
自
修
室
御
通
覧
、

東
の
ロ
よ
り
北
寮
に
移
り
、
東
方
の
階
段
を
上
り
、
寝
室
を
御
通
覧
、
中
央
の
階
段
を
下
り
て
裏
に
出
で
、
生
徒
食
堂
前
及
び
炊
事

場
を
経
て
、
物
理
室
・
化
學
室
を
御
通
覧
、
更
に
柔
道
道
場
（
今
の
瑞
邦
館
）
に
於
て
、
柔
道
竝
に
繋
剣
を
御
観
覧
あ
り
。
而
し
て

部
員
に
は
陪
観
を
許
し
、
そ
の
他
の
生
徒
は
、
魑
操
場
に
在
り
て
奉
途
の
集
合
痢
叺
を
待
ち
、
合
圖
と
共
に
集
合
、
校
門
内
に
整
列

す
。
や
が
て
三
た
び
御
休
憩
所
に
在
ら
せ
ら
れ
た
る
殿
下
の
御
歸
館
を
奉
遙
し
た
の
は
、
正
午
で
あ
っ
た
。
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週
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廼

書御の下殿王親仁熾宮川栖有

而
し
て
宮
殿
下
に
は
、
同
年
七
月
一
日
、
第
一
一
回
卒
業
式
に
も
台
臨
、
親
し
く
御
令
旨

を
腸
は
っ
た
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
（
第
一
篇
第
一
一
一
章
第
五
節
参
看
）

小
松
宮
・
殿
下

小
松
参
謀
総
長
宮
彰
仁
親
王
殿
下
に
は
、
明
治
一
一
一
十
年
十
一
月
、
筑
豐
の
野
に
於
け
る

師
團
對
抗
演
翌
竝
に
對
馬
沖
繩
の
海
防
御
覧
の
後
、
同
月
一
一
日
午
後
七
時
頃
御
着
熊
、
本

校
職
員
生
徒
一
同
も
亦
、
春
日
鐸
（
現
熊
本
鐸
）
に
て
奉
迎
し
た
。

か
く
て
殿
下
に
は
、
同
月
四
日
午
後
一
時
一
一
一
十
分
や
御
宿
所
偕
行
肚
を
御
出
護
、
中
川

ｂ

校
長
御
先
導
に
て
、
一
時
五
十
分
、
正
門
よ
り
中
門
の
間
に
鑿
列
せ
る
職
員
生
徒
の
奉
迎

を
受
け
さ
せ
ら
れ
つ
瞬
御
臨
校
や
直
に
本
館
階
上
の
御
休
憩
室
に
て
御
少
憩
、
高
等
官
諸

教
授
に
拝
謁
を
賜
は
り
た
る
後
、
本
校
沿
革
。
職
員
現
在
數
・
生
徒
級
別
・
年
齢
・
授
業

料
・
教
室
用
品
料
・
寄
宿
生
経
費
豫
算
ｂ
資
金
物
品
敷
地
・
建
物
等
、
最
近
の
調
査
に
係

る
調
書
を
御
覧
あ
り
。
畢
り
て
東
の
階
段
を
御
降
り
あ
り
下
化
學
教
室
・
新
築
建
物
・

博
物
教
室
・
物
理
教
室
御
巡
覧
の
後
、
學
寮
東
口
よ
り
御
入
り
あ
り
で
親
し
く
寮
内
を

御
通
覧
あ
り
。
圖
聲
教
室
・
瑞
邦
館
を
経
て
、
本
館
北
の
ロ
よ
り
御
休
憩
室
に
還
ら
せ
ら

れ
、
友
田
・
田
丸
二
教
授
撮
影
の
阿
蘇
噴
火
口
寡
眞
數
葉
及
び
工
科
生
徒
の
手
に
成
れ
る

圖
聲
數
葉
と
を
御
覧
に
入
れ
た
る
鳫
甚
だ
御
意
に
叶
ひ
て
御
携
へ
遊
ば
さ
れ
し
由
。

四
四
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凸
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叱
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師
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Ⅱ
ｉ
１
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Ⅱ
Ｌ
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Ｉ
ｈ
Ⅱ
馴
咄
仙
弧
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Ⅲ
川
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Ⅲ
Ｍ
Ｉ
Ｉ
・
上
，
・
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１
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‐
Ⅱ
‐
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－
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ｒ
・
‐
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．
Ａ
’
；
‐
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’
し
’
１
ｈ
．
㎡
則
り
．
、
１
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ト
ト
川
１
１
ぃ
Ｉ
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；
Ⅶ
１
．
．
Ｕ
‐
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！
．
、
！
円
１

有
栖
川
若

宮
殿
下

殿
下
の
莞

去
と
遥
拝

提
灯
行
列

再
度
の
台

臨 御
染
筆
を

乞
ひ
奉
り

て
「
濟
美
」

の
御
額
を

奉
掲
す

有
栖
川
若
宮
殿
下
に
は
、
明
治
一
一
一
十
七
年
五
月
一
一
十
五
日
午
後
四
時
四
十
一
一
一
分
℃
春
日
騨
御
着
、
明
二
十
六
日
、
第
六
師
團
等
御

巡
覧
後
、
赤
十
字
肚
熊
本
支
部
に
御
立
寄
り
の
上
、
午
後
二
時
、
台
臨
遊
ば
さ
れ
た
。
是
よ
り
先
、
櫻
井
校
長
は
、
該
支
部
に
て

御
待
受
け
、
弦
よ
り
御
先
導
申
上
げ
た
。
江
木
熊
本
縣
知
事
・
岡
村
陸
軍
少
將
・
飯
田
旅
團
長
・
江
橋
幼
年
學
校
長
・
徳
永
憲
兵
隊

長
・
辛
島
熊
本
市
長
等
随
従
、
本
校
職
員
竝
に
熊
本
裁
判
所
高
等
官
・
熊
本
縣
立
各
學
校
奏
任
待
遇
職
員
は
本
館
玄
關
前
に
、
本
校

生
徒
は
校
門
外
に
奉
迎
し
た
。
御
座
の
間
に
入
ら
せ
ら
れ
、
暫
し
御
休
憩
の
間
に
、
本
校
一
覧
・
職
員
生
徒
數
調
等
を
御
覧
に
供

し
、
次
県
奉
迎
せ
る
高
等
官
竝
に
同
待
遇
一
同
に
拝
謁
を
賜
は
り
、
そ
れ
よ
り
生
徒
の
授
業
及
び
各
教
室
。
機
械
工
場
御
巡
覧
の
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章
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遺
四
四
九

有
栖
川
若
宮
殿
下

有
栖
川
若
宮
殿
下
に
は
、
明

巡
覧
後
、
赤
十
字
肚
熊
本
支
部

御
待
受
け
、
弦
よ
り
御
先
導
申

の
日
は
、
清
補
司
法
大
臣
・
寺
内
陸
軍
大
臣
・
細
川
侯
爵
・
藤
村
男
爵
・
大
久
保
大
分
縣
知
事
。
木
下
京
都
帝
國
大
學
総
長
・
田
代

長
崎
嘗
學
専
門
學
校
長
其
の
他
左
地
方
高
等
官
等
も
、
招
待
に
應
じ
て
來
校
し
た
が
、
櫻
井
校
長
は
、
前
記
の
周
面
・
蔦
眞
及
び
略

記
を
携
へ
て
、
大
本
誉
に
御
供
申
上
げ
、
親
し
く
之
を
奉
呈
し
た
。

因
み
に
の
翌
十
四
日
の
夜
、
本
校
七
百
の
健
兒
は
、
提
灯
行
列
を
催
し
「
見
よ
紫
の
雲
湧
き
い
君
が
千
歳
を
腿
は
か
や
御
慧

と
ほ
く
不
知
火
の
筑
紫
の
は
て
に
い
で
ま
し
ぬ
」
の
歌
を
高
唱
し
、
至
尊
の
萬
歳
を
三
坪
し
た
る
後
、
小
松
・
久
邇
雨
宮
殿
下

の
御
旅
館
に
至
り
．
雨
殿
下
の
箒
を
疵
し
奉
り
，
雨
殿
下
に
は
、
い
と
も
御
満
足
に
思
召
さ
る
湧
由
に
感
激
し
つ
尹
歸
核
し
た
。

か
く
の
如
く
、
小
松
宮
彰
仁
親
王
殿
下
に
は
、
両
度
の
御
台
臨
あ
ら
せ
ら
れ
た
る
を
以
て
、
三
十
六
年
一
一
月
十
八
日
、
莞
去
あ
ら

●

せ
ら
る
シ
や
７
校
を
學
げ
て
恐
擢
哀
痛
措
く
所
を
知
ら
す
、
同
月
一
一
十
六
日
、
一
同
鼈
操
場
に
出
で
、
榊
羅
を
場
の
巽
に
設
け
、
遙

か
に
御
枢
の
豊
島
が
岡
に
向
は
せ
給
ふ
を
拝
し
た
の
で
あ
る
。
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書御の下殿王親仁彰宮松川、

四
四
八

か
く
て
午
後
二
時
一
一
一
十
分
、
東
方
よ
り
御
出
門
あ
・
り
て
、
陸
軍
墓
地
に
至
ら
せ
給
ひ
、
そ

れ
よ
り
水
諭
寺
に
向
は
せ
給
ふ
。
職
員
生
徒
一
同
は
、
正
門
前
に
整
列
し
て
見
遙
ｂ
奉

り
、
越
え
て
六
日
午
前
十
一
時
、
熊
本
御
出
護
の
際
は
、
春
日
鐸
に
て
奉
逢
し
た
。

而
し
て
校
寶
の
一
た
る
「
濟
美
」
の
御
額
は
、
殿
下
御
台
臨
の
際
、
中
川
校
長
は
、
高

崎
別
當
を
介
し
て
、
御
染
筆
を
乞
ひ
奉
り
、
殿
下
の
御
快
諾
を
得
た
も
の
で
、
有
栖
川
宮

殿
下
の
「
瑞
邦
Ｌ
と
共
に
，
（
第
一
一
一
篇
第
一
一
章
第
一
一
節
参
看
）
龍
南
會
員
の
修
養
に
賢
す
る
目

的
を
以
て
、
’
’
一
十
一
年
六
月
，
瑞
邦
館
に
奉
掲
し
、
後
雨
天
鼈
操
場
に
ｙ
叉
更
に
柔
剣
道

道
場
に
移
し
奉
っ
た
も
の
で
今
Ｄ
雨
天
鼈
操
場
を
奮
濟
美
館
と
祷
す
る
所
以
で
あ
る
。

小
松
宮
殿
下
再
度
の
台
臨
は
、
そ
れ
よ
り
五
年
後
、
即
ち
、
明
治
一
一
一
十
五
年
十
一
月
御

●
｜

畢
行
の
陸
軍
特
別
大
演
習
御
統
監
の
た
め
、
行
幸
あ
ら
せ
ら
れ
た
明
治
天
白
三
の
御
名
代

と
し
て
、
同
月
十
一
一
一
日
午
後
一
時
十
分
の
こ
と
で
あ
る
。
當
日
，
職
員
は
校
門
内
に
、
生

徒
は
校
門
外
に
於
て
奉
迎
、
櫻
井
校
長
御
先
導
申
上
げ
、
假
御
座
の
間
に
入
ら
せ
ら
れ
て

暫
時
御
休
憩
、
此
の
間
に
、
本
校
數
地
建
物
の
圖
面
・
建
物
・
寳
験
工
場
、
主
要
な
る
機

械
の
富
眞
竝
に
本
校
の
現
況
略
記
を
御
一
覧
に
供
し
奉
り
、
そ
れ
よ
り
教
室
内
に
陳
列
せ

る
圖
書
。
標
本
。
機
械
及
び
生
徒
の
成
績
品
を
御
巡
覧
。
綾
い
て
生
徒
の
鼈
操
科
授
業
を

御
覧
の
上
、
，
午
後
一
一
時
五
分
、
一
同
の
奉
送
裡
に
御
歸
途
に
就
か
せ
ら
れ
た
。
而
し
て
此

、
Ｇ
Ｉ
Ｉ
；
‐
１
０
ト
ー
ト
Ｒ
↓
Ｌ
仙
卜
』
Ｐ
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朝
香
宮
殿

Ｆ 閑
院
宮
殿

下 伏
見
宮
殿

下

供を集
し御合
奉覧iE農
ろに剣，

皇
太
子
殿

下
（
大
正

天
皇
）

台
覧
の
品

と 奉
送
迎
の

各
宮
殿
下

閑
院
宮
殿

下

細
工
五
丁
目
に
於
て
奉
迎
。
同

閑
院
宮
殿
下

大
正
一
一
年
十
一
月
一
一
日
、
午
後
四
時
一
一
一
十
一
分
熊
本
騨
御
着
。
同
七
日
午
後
十
一
一
時
一
一
十
分
、
御
發
あ
ら
せ
ら
れ
た
。
本
校
生
徒

は
。
細
工
五
丁
目
に
於
て
迎
送
し
奉
っ
た
。

影
し
た
も
の
）
等
で
、

伏
見
宮

皇
太
子
殿
下
（
後
の
大
正
天
皇
）

御
微
行
の
皇
太
子
殿
下
に
は
、
明
治
一
一
一
十
一
一
一
年
十
月
一
一
十
一
日
、
午
後
三
時
一
一
一
十
五
分
御
着
熊
、
同
月
一
一
十
三
日
御
發
に
付
、
一

同
春
日
鐸
（
現
熊
本
騨
）
に
迎
還
し
奉
っ
た
。
而
し
て
賞
時
本
校
よ
り
台
覧
に
供
し
奉
っ
た
も
の
は
、
太
閤
征
韓
の
際
名
護
屋
城
に

於
け
る
諸
侯
陣
立
の
圖
一
折
、
同
上
記
録
一
冊
、
切
支
丹
一
接
一
冊
、
肥
前
國
原
古
城
趾
に
於
て
採
拾
し
た
る
弾
丸
一
一
個
、
沖
繩
風

俗
取
調
書
一
冊
、
沖
繩
風
俗
総
謹
一
捲
（
以
上
、
武
藤
教
授
が
、
校
命
に
依
り
實
地
に
就
い
て
取
調
べ
た
も
の
）
、
阿
蘇
山
噴
火
口

近
時
鍵
動
説
明
書
一
冊
、
阿
蘇
山
噴
火
口
及
附
近
の
蔦
眞
一
一
十
五
葉
（
以
上
、
友
田
教
授
が
、
校
命
に
依
り
實
地
に
就
い
て
調
査
撮

影
し
た
も
の
）
等
で
、
琉
球
風
俗
繪
巻
を
除
く
の
外
は
、
悉
く
御
持
歸
あ
ら
せ
ら
れ
た
と
記
し
て
あ
る
。

開
院
宮
殿
下
に
は
、
明
治
四
十
一
一
年
三
月
十
日
、
日
本
赤
十
字
社
熊
本
支
部
總
會
に
台
臨
の
た
め
御
來
熊
、
同
十
一
日
午
前
九
時

過
、
小
澤
赤
十
字
社
副
祗
長
・
島
村
陸
軍
少
將
・
鍋
島
陸
軍
少
佐
・
川
路
熊
本
縣
知
事
そ
の
他
を
随
へ
、
熊
本
市
警
察
署
長
の
先
駆

に
て
、
本
校
に
台
臨
あ
ら
せ
ら
れ
た
。
職
員
は
中
門
内
県
生
徒
は
本
門
内
に
、
而
し
て
中
隊
教
練
に
加
は
ぬ
く
き
生
徒
は
Ｄ
武
装

を
爲
し
て
禮
操
場
に
於
て
夫
を
奉
迎
。
松
浦
校
長
の
御
先
導
に
て
御
座
所
に
入
ら
せ
ら
れ
、
御
少
憩
の
上
、
御
座
所
に
陳
列
せ
る

物
理
器
械
・
動
植
物
鑛
物
の
標
本
・
圖
薑
の
類
を
台
覺
あ
り
。
そ
れ
よ
り
本
校
教
員
一
同
に
拝
謁
を
賜
は
り
、
次
に
各
部
三
年
生
及

び
二
年
生
の
中
隊
教
練
を
御
覧
あ
ら
せ
ら
れ
、
再
び
御
座
所
に
て
御
休
憩
中
、
本
校
職
員
生
徒
に
關
す
る
調
書
竝
に
本
校
鳶
眞
等
を

台
覺
に
供
す
。
か
く
て
午
前
十
時
週
、
熊
本
高
等
工
業
學
校
に
向
け
御
出
護
。
職
員
は
先
と
同
じ
く
、
生
徒
は
教
員
指
揮
の
下
に
、

艘
操
場
に
於
て
奉
遥
し
た
。
而
し
て
松
浦
校
長
は
、
後
刻
御
旋
舘
に
伺
候
し
て
御
禮
を
言
上
し
、
且
、
台
露
に
傭
へ
た
る
調
書
・
髄

操
教
員
履
歴
書
・
蔦
眞
を
奉
呈
し
た
。

後
Ｄ
本
校
生
徒
の
柔
術
剣
撃
御
覧
あ
り
、
綴
い
て
鰡
操
場
に
臨
ま
せ
ら
る
。
本
校
生
徒
竝
に
熊
本
縣
立
工
業
學
校
・
同
熊
本
農
業
學

校
・
同
熊
本
商
業
學
校
生
徒
は
、
場
の
周
園
に
整
列
し
、
熊
本
縣
立
師
範
學
校
・
同
中
學
濟
々
蟹
・
同
熊
本
中
畢
校
生
徒
約
一
千
名

の
集
合
盤
剣
を
御
覧
に
供
す
。
経
り
て
再
び
御
座
の
間
に
入
ら
せ
ら
れ
て
御
休
息
、
此
間
に
本
校
舎
等
の
嶌
眞
を
御
覧
に
入
れ
、
午

後
三
時
一
一
分
、
奉
迎
と
同
じ
奉
蓬
を
受
け
つ
尹
御
歸
途
に
就
か
せ
ら
れ
た
。
而
し
て
櫻
井
校
長
は
、
御
随
行
中
上
げ
て
御
旅
鰭
に
伺

候
し
、
愛
に
御
覧
に
供
し
た
書
類
竝
に
校
舎
等
の
嶌
眞
を
奉
呈
し
た
の
で
あ
る
。

或
は
職
員
生
徒
一
同
若
く
は
代
表
者
を
以
て
還
迎
し
奉
り
、
或
は
御
親
閲
を
賜
は
っ
た
各
宮
殿
下
を
、
年
代
順
に
謹
記
す
れ
ば
、

左
の
通
り
で
あ
る
。

ｌ
‐
’
二
伍
‐
．
‐
Ｅ
Ⅱ
〃
》

特
別
桧
閲
使
陸
軍
大
將
貞
愛
親
王
殿
下
に
は
、
明
治
四
十
四
年
五
月
七
日
、
午
後
四
時
廿
一
一
一
分
熊
本
騨
御
着
に
付
、
本
校
全
生
徒
は
、

工
五
丁
目
に
於
て
奉
迎
。
同
廿
一
一
日
午
前
九
時
五
十
分
、
鹿
兒
島
へ
向
け
御
發
の
際
は
、
上
通
三
・
四
丁
目
に
於
て
奉
遥
し
た
。

閉
院
宮

閑
院
宮
殿
下
に
は
、

朝
香
宮
殿
下

第
一
章
補

第
一
章
楠

殿

泰
送
迎
の
各
宮
殿
下

殿
下

下

遺 遺

償

四
五
一

四
五
○

’



閑
院
宮
殿

下 閉
院
宮
殿

下高
松
宮
殿

下 梨
本
宮
殿

下賀
陽
宮
殿

下其
仙
御
來
右
の
外
、
御
來
熊
の
宮
殿
下
を
謹
記
す
れ
ば
、
大
正
九
年
十
一
一
月
七
日
に
は
閑
院
・
梨
本
雨
宮
殿
下
、
昭
和
五
年
七
月
一
一
十
六
日
に

第
一
章
補

遺
四
五
三

秩
父
宮
殿

下 久
邇
宮
殿

下 臘絨粁蝋
陛
下
）

久
邇
宮
殿

下

殿北

下白
川

宮

し
た
。

閑
院
宮
殿
下

昭
和
十
年
十
月
三
十
一
日
・

名
を
以
て
、
迎
遥
し
奉
っ
た
。

正
門
前
に
於
て
奉
還
。

賀
陽
宮
殿
下

昭
和
十
年
十
一
月
十
七
日
、

率
者
二
名
参
加
し
た
。

久
邇
宮
殿
下

大
正
九
年
五
月
十
六
日
、
午
後
十
二
時
四
十
一
一
一
分
熊
本
騨
御
着
、
翌
十
七
日
午
前
八
時
一
一
十
五
分
御
發
に
付
、
全
校
生
徒
は
、
新

島
町
附
近
に
於
て
迎
蓬
し
奉
っ
た
。

皇
太
子
殿
下

大
正
十
年
九
月
三
日
、
海
外

午
前
九
時
よ
り
、
奉
祇
拝
賀
式

久
邇
宮
殿
下

大
正
六
年
九
月
一
一
一
十
日
、
午
前
七
時
一
一
一
十
九
分
御
着
熊
、
十
月
一
一
一
日
朝
ま
で
、
大
矢
野
原
に
御
滞
在
。
翌
日
午
前
七
時
一
一
一
分
、
熊

本
鐸
を
御
發
あ
ら
せ
ら
れ
た
。
本
校
よ
り
は
、
公
務
に
差
支
な
き
職
員
及
び
生
徒
代
表
各
組
正
副
組
長
、
一
部
一
年
丙
組
生
徒
を
以

第
一
章
補

遺
四
五
二

大
正
六
年
五
月
一
一
十
一
一
一
日
、
午
後
四
時
三
十
八
分
熊
本
騨
御
着
に
付
、
・
職
員
生
徒
（
武
装
）
一
同
、
夫
を
所
定
の
場
所
に
於
て

奉
迎
。
同
月
一
一
十
六
日
、
午
前
十
一
時
四
十
五
分
熊
本
鐸
御
發
に
付
、
前
同
様
奉
送
。
（
但
、
生
徒
は
正
服
正
帽
）

北
白
川
宮
成
久
王
殿
下

・
大
正
十
一
一
年
五
月
十
六
日
、
午
後
十
一
一
時
四
十
一
一
一
分
御
着
に
付
、
第
一
一
時
限
ま
で
授
業
の
後
、
新
島
町
附
近
に
於
て
奉
迎
。
翌
十

七
日
、
午
前
八
時
二
十
五
分
御
發
に
付
、
同
所
に
於
て
奉
還
の
後
、
第
一
一
一
時
限
よ
り
授
業
。

秩
父
宮
殿
下

て
、
迎
送
し
奉
っ
た
。

辱
閑
院
宮
殿

大
正
十
五
年
一
一
一
月
一
一
一
十

梨
本
官
殿

大
正
十
四
年
一
一
月
一
一
十
一
一
一
日
、
熊
本
御
發
、
自
動
車
に
て
阿
蘇
に
向
は
せ
ら
る
シ
に
付
、
職
員
生
徒
一
同
、
正
門
前
に
於
て
奉
遥

昭
和
十
年
四
月
十
三
日
御
來
熊
、
翌
十
四
日
、
城
東
帯
山
練
兵
場
に
於
て
御
親
閲
、
同
十
六
日
御
發
に
付
、
生
徒
代
表
一
一
名
奉
遥
。

高
松
宮
殿
下

昭
和
十
年
十
一
月
十
四
日
御
來
熊
、
翌
十
五
日
午
前
八
時
御
發
、
自
動
車
に
て
阿
蘇
に
向
は
せ
ら
る
シ
に
付
、
職
員
生
徒
一
同
、

太
子
殿
下
（
今
上
陛
下
）

九
月
三
日
、
海
外
よ
り
御
歸
朝
に
付
、
職
員
一
名
に
引
率
せ
ら
れ
て
、
生
徒
代
表
二
名
上
京
奉
迎
。
本
校
に
於
て
は
、

り
、
奉
祇
拝
賀
式
執
行
。

下日下
、

鹿
兒
島
伊
敷
練
兵
場
に
於
て
御
親
閲
あ
ら
せ
ら
れ
た
。
本
校
よ
り
は
、
生
徒
代
表
十
名
竝
に
途
中
引

午
後
十
一
一
時
四
十
二
分
御
着
・
翌
十
一
月
一
日
、
午
後
十
二
時
五
十
一
分
御
發
に
付
、
生
徒
代
表
一
一

午
後
五
時
熊
本
鐸
に
て
奉
迎
、
四
月
三
日
早
朝
、
正
門
前
に
て
奉
遙
。

⑦
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帽
章
に
閥

す
る
一
筒

よ
り
の
回

答

係校一本
と高校
の筆と

關學第
熊
の
各
宮

殿
下

帽
章
及
び

釦
の
改
正

白
線
の
一

條
・
二
棟
・

三
篠

二
幅
章
と
白
線

至
國
の
高
等
學
校
中
．
そ
の
沿
革
の
最
も
古
い
も
の
は
、
第
一
・
第
三
の
一
一
高
等
學
校
で
あ
る
こ
と
は
、
周
知
の
事
實
で
あ
る
ｃ

中
に
就
い
て
－
高
は
、
大
學
豫
備
門
時
代
か
ら
数
へ
る
と
、
前
記
の
校
則
に
徴
し
て
も
、
文
字
通
り
に
第
一
た
る
資
格
が
あ
る
こ
と

も
喋
存
を
要
し
な
い
。
而
し
て
明
治
十
九
年
に
創
設
せ
ら
れ
た
五
高
等
中
畢
校
の
帽
章
が
、
そ
の
形
式
に
於
て
相
通
か
る
も
の
が
あ

る
の
は
、
第
一
と
第
五
と
の
そ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
何
か
理
由
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

本
校
設
立
賞
時
に
於
て
、
形
式
内
容
と
も
に
そ
の
標
準
と
な
っ
た
の
が
、
第
一
高
等
中
學
校
で
あ
っ
た
こ
と
も
既
に
述
べ
た
が
．

殊
に
、
野
村
校
長
が
－
高
の
校
長
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
最
も
深
い
因
縁
と
な
っ
た
こ
と
も
察
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
こ
れ
則
ち

、
、

他
の
凡
て
の
事
が
、
細
大
と
な
く
相
談
の
結
果
に
成
れ
る
に
反
し
て
、
回
に
五
中
の
文
字
を
入
れ
る
一
）
と
は
別
と
し
て
、
柏
葉
と
械

攪
葉
と
を
組
合
せ
る
こ
と
は
、
殆
ど
先
決
的
の
も
の
で
あ
っ
た
所
以
で
は
あ
る
ま
い
か
。
然
ｂ
而
し
て
創
立
當
初
は
、
帽
章
が
何
を

意
獺
す
る
か
に
就
い
て
熟
知
せ
ら
れ
て
ゐ
た
筈
な
の
に
、
時
と
共
に
忘
れ
ら
れ
て
了
っ
た
も
の
と
見
え
て
、
大
正
三
年
に
な
っ
て
、

本
校
か
ら
第
一
高
等
學
校
宛
、
そ
の
由
來
を
照
會
し
た
回
答
が
來
て
ゐ
ろ
。

本
月
四
日
付
ヲ
以
テ
生
徒
帽
章
之
儀
一
一
付
御
照
會
之
趣
了
承
右
ハ
富
枝
一
一
於
テ
モ
柏
葉
及
械
積
葉
ノ
帽
章
ヲ
相
用
上
居
り
候
而

は
秩
父
宮
・
同
妃
雨
殿
下
、
昭
和
六
年
七
月
一
一
一
十
日
に
は
閑
院
若
宮
殿
下
、
昭
和
七
年
一
一
月
一
一
日
に
は
李
王
坂
殿
下
、
同
年
十
月
一
一
一

日
に
は
北
白
川
宮
永
久
王
殿
下
、
昭
和
八
年
四
月
一
日
に
は
久
邇
宮
朝
融
王
殿
下
、
同
月
月
八
日
に
は
梨
本
元
帥
宮
殿
下
、
同
月
十

日
に
は
高
松
宮
妃
殿
下
，
昭
和
九
年
四
月
七
日
に
は
東
伏
見
宮
妃
殿
下
、
同
年
五
月
三
十
一
日
に
は
伏
見
宮
博
恭
王
殿
下
、
昭
和
十

年
十
一
月
七
日
に
は
朝
香
宮
孚
彦
王
殿
下
が
あ
り
。
御
動
靜
の
御
都
合
に
依
り
、
奉
還
迎
を
御
遠
慮
申
上
げ
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。

要
ス
ル
一
一
文
武
ヲ
象
レ
ル
モ
ノ

而
し
て
「
緑
も
深
き
柏
葉
の
…
…
械
積
の
花
雫
す
よ
」
云
ん
の
―
高
の
寮
歌
は
、
一
と
頃
感
激
を
以
て
一
般
に
歌
は
れ
、
天
下
を

風
陣
す
る
の
慨
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
中
年
以
上
の
人
々
の
知
る
所
で
あ
ら
う
。

瞳、、生徒
然
る
に
、
明
治
一
一
十
七
年
九
月
十
一
日
の
掲
示
に
は
、

今
般
本
校
帽
章
及
釦
ヲ
改
正
ス

但
従
来
ノ
生
徒
ハ
賞
分
ノ
内
従
来
ノ
釦
ヲ
共
儘
用
ユ
ル
コ
ト
ハ
苦
力
ラ
ズ
ト
雌
モ
帽
章
ハ
速
力
二
更
正
ス
ペ
シ

と
あ
る
の
は
、
本
校
が
、
同
年
を
以
て
第
五
高
等
學
校
と
改
穂
せ
ら
れ
た
爲
、
回
の
文
字
を
五
高
に
改
め
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

而
し
て
現
今
各
高
等
學
校
の
帽
章
に
文
字
を
入
れ
て
ゐ
る
の
は
、
蓋
し
本
校
の
み
で
あ
ら
う
と
恩
ふ
。

白
線
は
、
恐
ら
く
全
國
高
等
學
校
共
通
と
な
っ
て
ゐ
る
と
恩
ふ
が
、
本
校
現
在
の
白
線
一
一
一
條
に
就
い
て
は
、
本
科
。
豫
科
・
補
充

科
と
分
れ
て
ゐ
た
頃
は
、
本
科
は
一
一
一
條
、
豫
科
は
一
一
催
、
補
充
科
は
一
條
と
厘
別
さ
れ
て
ゐ
た
も
の
が
、
補
充
科
が
な
く
な
り
、
本

科
と
豫
科
と
は
合
し
て
大
學
豫
科
と
な
っ
て
は
、
條
數
に
逼
別
を
設
け
る
謂
は
れ
も
な
く
な
り
、
遂
に
今
日
の
一
一
一
棟
だ
け
と
な
っ
た

四
五
五

第
一
章
楠

シ
テ
右
雨
葉
ヲ
採
鐸
セ
シ
意
味
ハ
別
紙
之
邇
リ
ニ
候
間
御
了
知
相
成
度
此
段
及
御
回
答
候
也

大
正
一
一
一
年
十
一
一
月
十
四
日

第
一
高
等
學
校
膿
務
掛
回

モ
ノ
シ 械
積
ハ
ミ
ネ
ー
ヴ
ァ

第
一
章
補

ノ
耐
ノ
象
徴
ニ
シ
テ
智
（
文
）
ヲ
ア
ラ
ハ
シ
柏
ハ
ー
「
川
刻
ノ
帥
ノ
象
徴
ニ
シ
テ
勇
（
武
）
ヲ
ア
ラ
ハ
セ
ル

邇

、

四
五
四




